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子供も学校も期待に胸ふくらませて 

                        校長 谷山 幸広  

 ２月１４日（火）に、新１年生体験入学を

実施 しました。入学予定の２名の子供たち

とその保護者に参加いただき、入学に向けて

いろいろな説明を行い、必要な物品等につい

てお知らせしました。その中で、２名の子供

たちと１・２年生との  交流活動を行いま

した。初めは慣れない環境で少しはにかんで

いる様子でしたが、次第に楽しく交流ができ

ていきました。かねては上級生からいろいろ

お世話してもらう１年生が、お兄さん、お姉

さん気取りで一生懸命お世話をしていたのが印象的でした。あっと

いう間の４５分間の交流でしたが、入学を楽しみに待ち望んでいる

気持ちが伝わり、「みんな、待ってるからね。」と声をかけて別れ

ることでした。 

  それとは逆に４月から中学生になる６年生は、小学校生活残すと

ころあと１月となりました。いつも仲良しの３人で、この１年間最

上級生としての自覚を持ち、素晴らしいリーダーとして下級生に手

本を示してきました。このことは、５年生にしっかりと引き継がれ

たことと思います。そして、６年生にとって小学校生活最後の見せ

場が３月２３日にやってきます。「第７０回卒業式」です。これま

で、学校行事はもちろんのこと地域行事でも頑張った子供たちの卒

業を校区をあげて祝福していただければ幸いです。 

  他の学年の子供たちも進級に向けてこの１年間の総まとめに取

り組んでいます。特に、学習面では復習問題に取り組み、次の学年

で困らないように自分の苦手なところを克服するように努めてい

ます。 

 さて、裏面には今年度の学校評価委員による本校の評価結果を記載

してあります。評価委員は、平成地区の各小学校からお願いされた

方々です。平成地区の全小中学校に対して評

価をしていただきます。今年度も貴重なご意

見やご指摘を受けました。そのことをもとに

来年度に向けての改善策、対応策を検討しま

した。さらなる教育の充実のために取り組ん

でいきたいと思います。 

２月３日（金）に川内スポーツクラブのインストラクター中野  

加奈子先生が訪問されました。先生の動きとリズムに合わせて、元気 

にのびのびと踊りました。参加した子供たちの感想をご覧ください。 

 「楽しすぎて、時間を忘れました。もっと、キッドピクスをしたい 

  です。」 

 「音楽がなったら体がどんどん動きました。前もやったことを思い 

  出しました。また、したいです。」 

 「今日教えてもらったリズム体操を家の人に教えてあげて、時々思 

  い出して踊ってみたいです。」 

 「先生方は体がとてもやわらかくて、お手本を見せてくださいました。

その踊りをまねしたのでとてもいい運動になりました。」 

 園児も児童

も笑顔いっぱ

いに運動でき

ました。とても

充実した時間

を体験するこ 

とができまし

た。 

 

 ２月７日（火）に校内持久走大会があり

ました。麦之浦川沿いの道を１年生から６

年生までの全児童がそれぞれの学年に応

じ、600ｍ～1500ｍのコースを走りま

した。幼稚園児も300～500ｍを走りき

りました。 

寒い中にも関わらず、多くのお父さんや

お母さん，おじいちゃん・おばあちゃんに

応援に来て頂きありがとうございました。

そのお陰で子どもたちは練習以上の走り

ができたようです。寒い中の温かいご声援、

本当にありがとうございました。 

２月７日（火）には、校内意見発表会も行いました。平成中校区で

はふるさと・コミュニケーション科を中心に子供たちの表現力・発表

力の向上に向けて取り組んできました。陽

成小ではその発表の場としてこの意見発

表会を毎年行っています。各学年の発達段

階に応じ、今年１年頑張ってきたことなど

をそれぞれに発表しました。 

意見発表では、これまでに学習したこと

や閉校に対する思い、最上級生として感じ

ていることなどが発表されました。声の大

きさや作文とともに、絵やグラフで説得力

を増した発表も見られました。自分の感じ

たこと・わかったこと・調べて考えたこと

を伝えることは、今の学習に求められてい

ることです。立派な発表をすることができ

ました。また、多

くの保護者の方

にご参加いただき

ました。ありがとう

ございました。 

２月４日（土）には、市ラ

イオンズクラブ主催の「青少

年健全育成意見発表大会」が

開催され、６年生の中村莉音

さんが学校の代表として出場

し、「熊本地震で思ったこと」

という演題で発表しました。

かなり緊張したようでしたが、 

大勢の出場者や観客の前でも堂々とした立派な発表ができました。 

2月１４日(火)には、陽成小学校の体験入学があり、4月に入学す

る田中倫太朗さん、今久保夢華さんが陽成

小に来てくれました。校長先生のお話を聞

いた後は、お母さん方が説明を受けている

間、１・２年教室で１・２年生のお兄さん・

お姉さんと一緒に楽しく活動しました。 

はじめは緊張していた２人ですが、１・

２年生の楽しい演出や温かい声かけもあ

り、途中からは満面の笑顔で活動していました。笑顔で帰る２人を見

て、１・２年の６人もとても嬉しそうでした。４月には全校児童で、

体験入学（入学説明会） 

薩摩川内元気塾「キッドピクス」 



２人の新入生が入学するのを楽しみに待っています。 

 

 

薩摩川内市では，学校運営の改善や地域・保護者に信頼される学校

づくり，地域の教育力の活性化を大きな目的として，学校関係者評価

委員会が各中学校区に設置され運営されています。私たちの平成中校

区でも，各校の校長先生が推薦し市教育委員会が委嘱した 15 名の

方々が，随時各校を訪問して授業や行事などを参観するなどして、そ

の状況を評価してくださっています。 

右に今年度の本校・園の評価について添付しましたので、どうぞご

覧ください。 

 

 

 
平 成 中 校 区 学 校 関 係 者 評 価 委 員 の 評 価 

命を大切にする心を育む日　教育相談

卒業式練習
育友会保護者会　貯金日　ＡＬＴ来校日

なわとび・一輪車大会、学校保健委員会・学級PTA

３ 金 お別れ遠足（６年生を送る会）
６ 月 平成中校区あいさつデー、陽成こども教室

８ 水 卒業式練習
９ 木 卒業式練習　育友会総会　
10 金 陽成こども教室
11 土 卒業式練習
13 月 全校給食（幼小）、陽成こども教室

14 火 平成中卒業式
15 水 卒業式予行　

第７回高城中央幼稚園卒園式・修了式

陽成こども教室
20 土 春分の日
22 水 卒業式準備
23 木 第７０回卒業式
24 金 修了式　大掃除　職員会議
27 月 辞任式
28 火 平成中辞任式

３ 月 の 行 事 予 定
1 水

17 金

２ 木

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 7
(1) Ｂ Ｂ 6

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 1 Ａ
(1) Ｂ 3 Ｂ 12

Ｃ 1 Ｃ

Ｄ Ｄ

段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 7
(2) Ｂ 2 Ｂ 6

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 7
(2) Ｂ 1 Ｂ 6

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 5
(3) Ｂ 2 Ｂ 8

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 7
(4) Ｂ 2 Ｂ 6

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 5
(5) Ｂ 3 Ｂ 7

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 7
(5) Ｂ 1 Ｂ 5

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 1 Ａ 2
(7) Ｂ 3 Ｂ 11

Ｃ 1 Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 8
(7) Ｂ 1 Ｂ 5

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 3
(6) Ｂ 3 Ｂ 9

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 6
(6) Ｂ Ｂ 5

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 4
(6) Ｂ 2 Ｂ 7

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ

13

　英語教育の推進
について、小・中
学校の特質を活か
して充実が図られ
ている。

　ALT、GTとも協力しながら、英語に親

しみコミュニケーション能力を育成す

るための取組を進めている。

  ローマ字検定に向けて、繰り返し

練習や、間違いポイントの習熟の取組

で、上位級を獲得する児童が増えた。

・取組もよく積極的に指
導されている。

3.6 3.3

12

　薩摩川内元気
塾は、子供たち
に夢や元気を与
えてくれてい
る。

　人材・内容の選定には苦慮している

が、子供たちはもちろん保護者や地域

の方も楽しめるものをと考えている。

4.0 3.4

11

　小中一貫教育
は、積極的に実
践されている。

　児童は直接会っての交流活動とテレ

ビ会議システムを利用した交流を行っ

ている。家庭連携部として、「ノーメ

ディア充実週間」を設け、努めて見な

いよう心がける傾向にある。同時に講

演会でも地域に向けて発信することが

できた。

・他の学校との交流がよ
くできている。

3.4 3.3

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

　時間を調整しながら、よく協力・支

援していただいている。

　行事等へもほとんどの保護者が忙し

い中、都合を付けて協力してくださる

のでありがたい。

・陽成子ども館の開設、地域の支援がありが

たい。

・各種行事や事前準備等ではよく協力がなさ

れている。

・保護者や地域が一体となって支援してい

る。

3.8 3.6

9

　子供たちの学
力や体力の実態
が保護者や地域
によく知らされ
ている。

　少人数で個人が特定される為、地域

等への公表は難しい面がある。保護者

へは個人の学力・体力についても対策

も合わせて、PTAや個人面談、連絡長や

学級通信で伝えている。3.0 3.2

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

　毎月全職員がローテーションを組ん

で点検を行い、補修が必要な部分は教

育委員会に依頼し、また自分たちでで

きる軽微ものは職員作業で改善を図っ

ている。また、学校衛生推進委員会や

安全点検の意見は即座に対応し、改善

された。なお、２階窓には、転落防止

の指導と注意喚起を掲示している。

・適切な管理がされている。

・子供が飲む水など本当に気

を使っている。

3.8 3.5

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑にか
こまれている。

　みどりの日の設定や全校児童・職員

での校庭美化作業に取組んでいる。

職員作業を全職員で実施し、環境美化

に取組んでいる。縦割り集団による清

掃活動で上級生が下級生を指導してい

る。

・少人数の割によく整理

・清掃がされていると思う。

（日常の清掃も）

3.4 3.3

6

　教職員は、子
供や保護者、地
域との望ましい
関係を築いてい
る。

 多くの職員が地域行事に積極意的に

参加する等交流に努め、地域の方も

喜んでいる。

 保護者の諸行事への出席率も高い。

様々な機会に子供たちのがんばりを伝

えるように努めている。

3.6 3.5

5

　子供たちの安全
（登下校時、自然
災害時）について
細心の注意をは
らっている。

　危険個所について、市・警察署と現

場確認し指導に生かしている。学校長

が毎朝、正門前であいさつと交通指導

をし、子供たちの状況を確認してい

る。毎学期、危険予知訓練を行ってい

る。

・保護者や地域と連携し指導

されている。

3.6 3.4

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

　毎月、調査と心の教育推進委員会を

行い、子供の状況を全職員で確認しあ

っている。

　いじめや不登校に関しては今のとこ

ろ心配はないが、常に子供たちの観察

や職員間の情報交換をして、このまま

不登校０を心がけたい。

3.8 3.5

3

　子供たちは、
楽しそうに生き
生きと学校生活
をおくってい
る。

　毎月のアンケートで全ての子供が

楽しいと答えている。

　毎日楽しく登校し、様々な行事を

経験しながらたくましく成長している。

・ハンヤ踊り,一輪車による運

動会の入場等楽しそうであ

る。

・授業態度もよく真剣に学ん

でいた。
3.6 3.5

2

　望ましい子供の
姿（知・徳・体）
に向かって数値的
目標を設定し努力
している。

　徳の領域は数値化しにくいが、子供

の姿の変容で確認するようにしている。

常に子供たち一人ひとりの実態を把握

し、それを指導に生かしながら取組ん

でいる。

・少人数の編成では全体の数

値目標の設定は難しいと思う

が個別指導が行き届いてい

る。

・複式学級での授業の形態が

できていた。

3.0 3.0

評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

 毎月、学校便りを作成し校区の全戸

に配布している。

　また、総会や評議委員会、地域の方

々との会話や子供たちの姿からも伝わ

っていると思う。

・学校便りでよく伝わっている。

・校長が少人数なりの活動等が一生懸命され

ていると思います。

・地域との連携事業などを取り入れている。

小規模の特徴が覗える。4.0 3.5

番号 事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

評定(数値平均)

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 8
(1) Ｂ 1 Ｂ 4

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 2
(1) Ｂ 2 Ｂ 11

Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ

段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 10
(2) Ｂ Ｂ 3

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 7
(2) Ｂ 2 Ｂ 6

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 5
(3) Ｂ 2 Ｂ 8

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 6
(4) Ｂ 2 Ｂ 7

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 9
(5) Ｂ 2 Ｂ 3

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 4
(5) Ｂ 2 Ｂ 9

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 4
(7) Ｂ 1 Ｂ 9

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 6
(7) Ｂ 2 Ｂ 7

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

　保護者も地域も行事への参加等、積

極的に協力してくださる。

　園外での活動へも協力的で、保護者

にも地域にも園児の活動に対する支援

をしてもらっている。3.5 3.5

9

　子供たちの学
力や体力の実態
が保護者や地域
によく知らされ
ている。

　数値で表せないので、平均値の情報

は知らせていないが、保護者に対して

個々の園児の状況は話している。

3.8 3.3

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

　毎月、定期的に点検を行い、市教委

に報告している。固定施設の安全確保

や点検であがってきた排水施設も本年

度中に改善することができた。また、

園で修理できるものは修理等もしている。3.5 3.3

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑にか
こまれている。

　幼小で連携しながら、緑化活動も積

極的に行っている。

　また、園児と一緒に芋や稲等の栽培

・収穫等も行っている。

・園庭や遊具がすっきり
と整備されている。
・以前に比べて園の内外
がきれいになっている。3.5 3.6

6

　教職員は、子
供や保護者、地
域との望ましい
関係を築いてい
る。

　降園時間後に保護者・園児に園庭を

開放し、保護者との連携・相談なども

行っている。

　地域行事にもできる限り参加している。

・いつもありがとう。今
後も楽しく頑張っていき
ましょう。

3.5 3.5

5

　子供たちの安全
（登下校時、自然
災害時）について
細心の注意をは
らっている。

　保護者との連携（保護者による送

迎）と通園バスを活用し、安全な通

園を行っている。

3.5 3.4

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

　常に園児たちを観察し、早期対応を

心がけている。会合だけでなく、送迎

時等に日常的に会話をしたり、降園後

に園庭等を開放し園児を遊ばせる中で

保護者の相談に乗るなど保護者とのき

め細かな連携に努めている。

3.5 3.5

3

　子供たちは、
楽しそうに生き
生きと学校生活
をおくってい
る。

　園児たちは、毎日元気に登園し、楽

しく園生活を送っている。

　少人数の良さをいかし、一人一人に

心を配って保育・指導を行っている。

・園児の元気ある姿が印
象的である。
・子供たちは表情も良く
楽しそうに園生活をして
いる。

4.0 3.8

2

　望ましい子供の
姿（知・徳・体）
に向かって数値的
目標を設定し努力
している。

　園児への数値目標の設定は難しいの

で行動目標を示して指導に努めていく。
・室内設営がすっきりし
て明るく備品も園児が活
動しやすいようによく配
置されている。3.5 3.2

評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

 保護者会で方針を説明し、PTA等で

その状況等を説明している。

　また、毎月、園便りを作成し、保

護者および地域の全戸に配布してい

る。

・園だよりにより伝わっ
ている。

3.8 3.5

番号 事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

評定(数値平均)


